





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Mama raised a hellrazor / I can’t gure / When you let the police beat 












































田尾治郎訳）日本基督教団出版局、2016 年〔＝D. L. Migliore, Faith Seek-
ing Understanding: An Introduction to Christian Theology, Grand Rapids: Wm. B. 








公開は 2018 年 1 月。
（3）　「神学の巨人」という言葉は、コーンの訃報に接したコーネル・ウエス
トのコメントから。https://utsnyc.edu/james-cone/ 参照（2018 年 8 月 8
日閲覧）。
（4）　J. H. コーン『イエスと黒人革命』（大隅啓三訳）新教出版社〔＝J. H. 
Cone, Black Theology and Black Power, NY: e Seabury Press, 1969〕。
（5）　『黒人神学とブラック・パワー』の出版自体は 1969 年だが、彼は 67 年
にこの著作のもととなる講演をし、68 年の夏に書き上げている。デト
ロイト暴動と同時期のコーンについて、J. H. コーン『わが魂の遍歴』（梶








原寿訳）日本基督教団出版局、2014 年〔＝J. H. Cone, The Cross and The 
Lynching Tree, NY: Orbis Books, 2011〕、29–67 頁を参照。
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（9）　J. H. Evans, We Have Been Believers: An African American Systematic Theology, 





84–85 頁）、D. N. Hopkins は「第 2 世代」とする（D. N. Hopkins, “Black 
eology”, M. A. De La Torre, ed., Handbook of U.S. Theologies of Liberation, 




kineticslive.com/events-calendar/making-it-plain/ を参照した（2018 年 9
月 5 日閲覧）。2018 年現在、神学校では非常勤講師の職にあり、牧師職
はおそらく引退していると思われる。なお、エヴァンスは『我ら信仰者
なり』の後書きにおいて、父親が牧師をしていたデトロイトのバプテス
















（15）A. B. Pinn, “Black eology”, S. M. Floyd-omas / A. B. Pinn, ed., Liberation 
Theologies in the United States, NY: New York University Press, 2010, p. 24.
（16）栗林、前掲書、78 頁。また、J. H. Evans, “e Future of Black eology”, 
D. N. Hopkins / E. P. Antonio, ed., The Cambridge Companion to Black The-










エスと黒人革命』、38 頁参照）、この 2 点を大切に考えたいからである。
エヴァンス自身が述べるように、「黒人」の語は、「アフリカ系の人々の
経験の文化的、民族的、政治的側面を的確に表現する」（Evans, We Have 
Been Believers, p. 217）ものだと筆者は理解する。従って、エヴァンスの
神学を指す際にも「黒人神学」と言う。
（18）D. N. Hopkins, Introducing Black Theology of Liberation, NY: Orbis Books, 
1999, p. 99; D. N. Hopkins, “Black eology”, p. 199．ただし、彼の体系的
組織神学構築の試みに、「三位一体論」が欠如していることは、大きな







（19）J. H. コーン『抑圧された者の神』（梶原寿訳）新教出版社、1976 年〔＝J. H. 
Cone, God of the Oppressed, NY: Orbis Books, 1975〕、3 頁。
（20）ほんの一例として、ミグリオリ、前掲書、13、19–45 頁を参照。
（21）Cone, A Black Theology, p. 8．宮平、前掲書、69–79 頁を参照。
（22）草創期の黒人神学についてエヴァンスは次のように言っている。それは、
「40 年以上を経過した時点から見ると、いくぶん粗雑で洗練されていな






Have Been Believers, p. 140）である一方で、実際には黒人たちの多くが、ロー
マ・カトリック、長老派、ルター派、聖公会等の教派の会員である（シャ
ナ・マシェゴは、黒人教会の「非主流派教派」を「アフロ・ヨーロッパ
教会」と呼ぶ。See, S. Mashego, “Formality Meets Hip Hop: e Inuence 
of Hip Hop Culture on the Afro-European Church”, E. G. Price, ed., The 
Black Church and Hip Hop Culture: Toward Bridging the Generational Divide, 






2015 年、脚注 4 頁）。エヴァンスもこのような意味で「黒人教会」と述
べているだろう。彼の言うように、黒人教会の教派的多様性は、教派主
義の概念に挑戦する（Evans, We Have Been Believers, p. 140）。
（24）D. Andrews, Practical Theology for Black Churches: Bridging Black Theology and 




（25）J. A. Wright, “e Meaning of We Have Been Believers for the Black Church”, 
Evans, op. cit., pp. 190–191.




（28）C. E. Lincoln / L. H. Mamiya, The Black Church in the African American 
Experience, Durham: Duke University Press, 1990, pp. 10–19.
（29）A. Pinn, The Black Church in the Post-civil Rights Era, NY: Orbis Books, 2002, 
pp. 15–18; 黒崎、前掲書、167–172 頁。同様の指摘として、山下壮起「ヒッ
プホップの宗教的機能―ヒップホップ世代の救済観」、同志社大学神学
部『基督教研究』LXXVI/2（2014 年）、39–60 頁、その 44 頁。
（30）I. J. Hadnot, “Politics Toned Down at Black Churches”, Dallas Morning News, 
July 31, 2004. また、野澤豊一「米国黒人教会におけるペンテコステ派と
カリスマ派―聖霊的実践の普遍性と特殊性」、金沢大学大学院人間社会
環境研究編集委員会『人間社会環境研究』22（2011 年）、59–74 頁も参照。
（31）例えば、Cone, A Black Theology, pp. 5, 15; コーン『イエスと黒人革命』、
17 頁を参照。
（32）Andrews, op. cit., pp. 3–4．宮平、前掲書、84–85 頁もコーンのこの主張に
ついて、「誤解を招き易く、もっと具体的に定義される必要がある」と
指摘している。
（33）J. D. Roberts, Liberation and Reconciliation: A Black Theology, Louisville: 
Westminster John Knox Press, 1971, pp. 8–20 を見よ。
（34）コーン『わが魂の遍歴』、92 頁。また、Andrews, op. cit., p. 4.
（35）コーン『わが魂の遍歴』、117–120 頁。
（36）Evans, “e Future of Black eology”, p. 313–316.














（41）J. H. コーン『黒人霊歌とブルース』（梶原寿訳）、新教出版社、1983 年〔＝J. 







（46）J. H. Cone, For My People: Black Theology and the Black Church, NY: Orbis 
Books, 1984, pp. 88–98.
（47）例えば、C. West, Prophesy Deliverance!, Philadelphia: Westminster, 1982. p. 
170.
（48）C. ウエスト『哲学を回避するアメリカ知識人―プラグマティズムの系
譜』（村山淳彦ほか訳）、未来社、2014 年〔C. West, The American Evasion 
of Philosophy: A Genealogy of Pragmatism, Houndmills: e Macmillan Press, 
1989〕、507 頁。


















（58）Lincoln / Mamiya, op. cit., pp. 309–310; Pinn, The Black Church, p. 20.
（59）B. Kitwana, Hip Hop Generation: Young Blacks and the Crisis in African-
American Culture, NY: Basic Civitas Books, 2002, pp. xiii-xiv.
（60）Price, op. cit., p. xi.
（61）山下、前掲論文、41–46 頁。
（62）黒崎、前掲書、276 頁。また、山下、前掲論文、46–58 頁。
（63）D. W. Hodge, The Soul of Hip Hop: Rims, Timbs and a Cultural Theology, 
Downers Grove: IVP Books, 2010; O. U. Sekou, “Hip Hop, eology, and the 
Future of the Black Church”, Price, op. cit., pp. 153–158.
（64）「クリスチャン・ラップ」について、J. Sorett, “Beats, Rhymes and Bibles: 
An Introduction to Gospel Hip Hop”, Price, op. cit., pp. 109–116 を参照。
（65）「教会の外」で模索されるこれらの「神学」には、おそらくラップ音楽
が含まれるのみではないだろう。宗教社会学者の O. X. O. Woodbine は、
（主に競技場ではなくストリートで展開される）「バスケットボール」が、
黒人青年たちに宗教の「救済機能」を提示していると論じている。O. X. 
O. Woodbine, “An Invisible Institution: A Functional Approach to Religion 








訳）、新教出版社、2008 年〔＝C. West, Race Matters, Boston: Beacon Press, 
1993〕、34–38 頁。
（70）コーンがその遺作の最後に「希望」を説いていることも指摘しておきた
い。「もしアメリカに、白人優越主義の大罪と今なお残る遺産に、悔い
改めと償いの精神をもって対決する勇気があるならば、そこには「悲劇
を超えて」希望がある」（コーン、『十字架とリンチの木』、241 頁）。本
稿は、「コーン以降」の黒人神学を紹介するという性質上、コーンに否
定的に言及することがどうしても多くなった。だが、筆者が 10 年前（2008
年）に神学部の学生となって初めて読んだ組織神学の本はコーンの『解
放の黒人神学』であり、それ以来、コーンの神学は筆者の良き導き手で
あり続けてくれた。「コーン以降の黒人神学」の紹介というかたちでは
あるが、この論文で 2018 年に没したコーンの業績を称えたいと思う。
なお、本稿執筆に際し、白田浩一氏に原稿に目を通していただき、貴重
な助言を頂いた。記して感謝する。
（立教大学大学院キリスト教学研究科博士課程後期課程在学　おおかわ・だいち）
